
令和 4 年度 相談支援事業所えがお 事業計画 

 

基本方針 ・真摯に子ども目線で将来に向けたプランである事。 

・子どもや親御さまを取り巻く関係者間の支援体制を重視する事。 

・特定相談においては、本人の意思を最大限に尊重する事。 

重点項目 ・個のストレングス重視。 

 ストレングス：“出来ない事”→“出来るように”に注視するのではなく、 

“出来る事“に着目し「強さ・強み」を活かし成功体験を積み重ねていく 

事で、自己肯定感や将来的な自己実現への意識を高めること 

・関係者間の連携。 

 

・自己実現への道しるべとなる事。 

 

稼働目標 

（利用見込） 

年間利用見込  障害児相談支援事業：９６名（新規契約数） 

        特定相談支援事業 ：  ４名（新規契約数） 

稼働目標（件数） 

年間稼働目標 508 件（のべ） 

4 月 39 件 10 月 39 件 

5 月 39 件 11 月 39 件 

6 月 39 件 12 月 49 件 

7 月 39 件 1 月 49 件 

8 月 39 件 2 月 49 件 

9 月 39 件 3 月 49 件 
 

予算 令和 4 年 1 月より非常勤職員の増員をしたので、人件費がその分増加。 

またケース件数も増加を見込んでいるので、それに伴い文書通信費・ 

交通旅費も増加。 

それ以外の予算については前年度と同様とする。 

（詳細は収支予算書参照） 

 

事業内容 品川区内 療育通所予定児童及び特定相談該当者児 

《障害児相談支援事業》 

《特定障害者相談支援事業》 

① 実施日：月～金曜日（国民の祝日、年末年始 1/29～1/3 を除く） 

② 実施時間：午前 9 時 0０分から午後５時００分 

③ 個別の電話対応は随時。 



サービス内容 

（支援内容） 

《障害児相談支援事業》 

・発達障がい等の特性を抱え療育での学びをご希望される子どもたちを 

対象にアセスメント・療育での支援計画を立案する。 

《特定障害者相談支援事業》 

障害特性を持つ子ども（主に重度身体）の短期入所等のアセスメント及び 

計画立案と 18 歳以上の成人へ向けた、将来へのアセスメント及び支援計画

を立案する。 

管理体制 

（組織図） 

管理者 1 名 ― 非常勤 1 名 

 

 

業務予定 随時 ・新規受け入れ（契約・アセスメント） 

・モニタリング(年 2 回平均) 

・更新（年 1 回：お誕生月） 

・訪問 

・関係施設等連携 

 

その他 関係者間での情報の共有・連携を図り、子どもの障がい特性に対する 

見立てと手立てを明確にしつつ成長を応援していく。 

 

 


